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大成建設におけるEMSを活用した省エネルギー化への取組み
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2016年度：経済産業省 地産地消型再生可能エネルギー面的利用推進事業費補助金

電力自己託送
・AEMSの開発
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大成建設
技術センター

電力需給応答（DR）
33.1％削減

2011年～2014年：経済産業省 次世代エネルギー・社会システム実証事業

大成建設ZEB実証棟

『ZEB』

（改修）2020年2月竣工

YSCP（横浜スマートシティプロジェクト）

環境省：H25 CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事業
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大成建設のデジタル・AI化へ向けた取組み

今まで これから

新築・既存建物を問わず、クラウドEMSを活用して、運用データの見える化・分析・制御自動化を行い、
継続的な省エネと価値創出を支援するソリューションが可能

 リアルタイムに継続できる省エネ
 遠隔からのエネルギーサポートも可能
 経済的なメリットを確認しやすい
 バージョンアップが可能

ZEBや横浜スマートシティプロジェクト等
現地設置型のEMSを導入し、省エネを推進

 見える化で止まり改善が続かない
 人の経験頼みで属人化しやすい
 設計思想が運用フェーズで活かしきれない
 バージョンアップがしにくい

導入後の課題

デジタル・AIを活用したクラウド型のEMSを開発
新築・既存問わず導入が可能

デジタル・AIを活用した価値

短期的な対応になりがち 長期的な対応を実現
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デジタル・AI省エネ手引きより表を作成

デジタル・AIを活用した省エネ手引きにおける当社取組み

センサー・IoT技術に
より、設備稼働や
エネルギー使用の
状況をリアルタイムに
可視化

最適化した
生産計画や
設備稼働を
製造システムや
FEMSと連動させ、
制御を自動化

AIが可視化した
データを分析し、
生産計画や
設備稼働を最適化

ユーティリティ/生産設備
単体の最適化

ユーティリティ内での複数
設備連携、稼働最適化

生産設備の稼働、
生産計画を巻き込んだ
最適化

事業者間、拠点間で
情報を連携し各種計画・
設備稼働を最適化

物理的・システム的に離れた
SCの上下流企業の情報
連携、全体最適化

見える化

データ
分析

制御
自動化

デジタル技術の活用範囲

個別設備 ユーティリティ
設備連携

生産設備・
生産計画連携

工場・需要家間
連携

サプライチェーン
連携

事業者内・部門内 事業者間

デジタル
技術の
活用段階

•設備単体の稼働状況
把握・削減余地の発見

•消費電力量、使用資材の可視化
•データ取得の自動化による巡回点検の工数・人件費
の削減 

-

•省エネ分析作業の省人化属人化解消 

•消費エネルギー削減 
•人力制御の工数削減 
•設備管理・業務の
属人化の解消、
品質の安定化 

• エネルギー消費量の
削減と効果の維持 

•設備調整の工数削減 

•消費エネルギーの削減 
•生産切替ロス、
作業工数の削減 

•計画策定の自動化、
精度向上 

•熱の相互融通等による
エネルギー、CO2、コスト
削減 

• エネルギーの安定供給 
•管理の省人化 

•輸送、保管、在庫コスト
の削減 

•資産効率の向上 
•バックオーダー削減等
による利益増加 

事例⑧ 街区内エネルギーセンター

デジタル活用は3つの段階と、5つの範囲に分類可能。「技術の段階の高度化」×「技術の活用範囲の拡大」により、
更に複雑で大規模な設備管理や関連業務の自動化・効率化が可能になる
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デジタル・AI省エネ手引きに掲載された事例の紹介

引用「デジタル・AI技術による省エネ・生産性向上に向けた手引き」
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新さっぽろ駅周辺街区の概要

※令和元年度 国土交通省 サステナブル建築物等先導事業採択
※コージェネ大賞 2025 民生用部門 最高位「理事長賞」を受賞
※CEMSは北海道ガス㈱、富士電機㈱との共同開発

 エネルギーセンターから街区の7つの建物へ
電力・冷水・温水を供給

 CEMSは供給側と需要側の双方を制御対象とし、
街全体のエネルギー需給を双方向で最適化

北海道ガス株式会社

大成建設株式会社

再開発事業

土地売却

まちづくり
提案

札幌市

新さっぽろまち
づくり計画

SDGs未来都市代表事業者
大和ハウス工業

株式会社

札幌市エネルギー
ビジョン

基本計画・全体支援
クリーンエネルギー・環境事業推進本部

【エネルギーサービス事業者】

【協力企業】
大成建設株式会社

ドーコン

【エネルギーセンター設計・施工】
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デジタル・AI省エネ手引きに掲載された事例の紹介
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デジタル・AI省エネ手引きに掲載された事例の紹介
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デジタル・AI省エネ手引きに掲載された事例の紹介
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街区内のエネルギーフロー

電気供給設備 コージェネレーションシステム 熱供給設備

受変電設備

需
要
家

統
合
イ
ン
フ
ラ

供
給
側

（エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
）

冷水

電気＋温水＋冷水 電気＋温水

温水電力

系統電力（高圧） 都市ガス（中圧） 高温水（地域熱供給）

蓄
熱
槽

地中熱
ヒートポンプ

小型
貫流ボイラ排熱（温水）

排熱（蒸気）

排熱（温水）

蒸気

排熱投入型
蒸気焚

吸収式冷凍機

メディカルA 商業施設メディカルDメディカルB メディカルC

タワーマンション

ホテル

熱交換器

熱交換器

熱交換器
CGS

CGS

排熱（蒸気）

CEMS

冷却塔

屋外
ロードヒーティング

低温水＋温水

１階エネルギーセンター
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既存超高層複合施設における「クラウド型CEMS」の取組み事例

ジェイアールセントラルビル株式会社、
東海旅客鉄道株式会社
愛知県名古屋市（JR名古屋駅直結）
ホテル、百貨店、オフィス、
地上53階、塔屋3階、地下4階
約416,565ｍ2

1995年4月着工、1999年12月竣工

建物概要
事業主 ：

計画地 ：
主要用途：
階数 ：
延床面積：
工期 ：

建物名称
JRセントラルタワーズ

 既存の空調システムなど既存の設備機器をその
まま活かしつつ、運転制御を最適化

 見える化からデータ分析、制御の自動化まで実施
 クラウドCEMS導入による省エネ率は15％以上
 サブスク型省エネサービスを実施予定
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国内製造業における「クラウド型工場版EMS」の取組み事例

サーパス工業株式会社
埼玉県鴻巣市箕田地区産業団地内
工場
地上4階、塔屋1階、地下なし
21852.51ｍ2

2025年5月着工
2026年11月竣工予定（施工中）
大成建設一級建築士事務所
大成建設株式会社

建物概要
事業主 ：
計画地 ：
主要用途：
階数 ：
延床面積：
工期 ：

設計者 ：
施工者 ：

建物名称

クラウド型
工場版EMS

VAV

最適運転

最適運転

（引用）サーパス工業様公表資料より

サーパス工業株式会社 PROJECT BLOOM

 クラウド型工場版EMSにより、見える化・データ分
析・制御自動化を実現

 「品質第一」を保ちながら、省エネを実現
 遠隔で省エネサービスを実施予定

フェーズ１ フェーズ２
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まとめ

 設計段階及び施工段階で取り組んだ省エネルギーの思想が、運用段階において十分
発揮できていない場合が多く見受けられる

 特に製造業においては「製品・品質が第一」という前提があり、製造部門と対話を
重ねながら省エネに取り組む必要がある

 見える化・データ分析・制御自動化まで実施することで、一定以上のエネルギーが
削減出来るため、結果として経済的価値の創出につながる可能性が高い

大成建設はお客様に「デジタル・AI技術を活用した省エネ」を提供して
持続的な省エネサービスを実施してまいります

設計段階 施工段階 運用段階（ビル管理会社）

STEP01 STEP02 STEP03

デジタル・AIで運用段階を支える大成建設



ご清聴いただきありがとうございました
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